
概要 
 

 ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾄｰｸはｸﾘﾃｨｶﾙな通話条件であり 
ｴｺｰｷｬﾝｾﾚｰｼｮﾝと音声品質に重大な影響 
を及ぼします。高度通信品質分析ｼｽﾃﾑ 
ACQUAの為のｵﾌﾟｼｮﾝ、ACOPT 32「Spee 
ch-based Double Talk」はｽﾋﾟｰﾁ信号を用い 
た2つの方法でﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾄｰｸの測定・分析を 
行い、ｴｺｰｷｬﾝｾﾗｰの性能を評価します。 
 
 一つ目の方法は、ITU-T勧告P.502に基 
づいた自動ﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ分析です。従来のｺﾝﾎﾟ 
ｼﾞｯﾄｿｰｽ信号 (CSS) を用いた分析に対して 
新たにITU-T勧告P.501に基づいた音声ｼｰ 
ｹﾝｽも用います。二つ目の手法は、3GPP 
標準TS 26.132に基づいたSpeech-based  
Double Talk分析で、P.501に基づくﾘｱﾙ･ｽﾋﾟ 
ｰﾁが用いられます。 
 
 これらの標準規格は狭帯域、広帯域、 
ｽｰﾊﾟｰﾜｲﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ、ﾌﾙﾊﾞﾝﾄﾞ端末の音響特性 
を評価する為のﾃｽﾄ法とﾐﾆﾏﾑ性能要件を 
規定します。 
 
 ﾍｯﾄﾞｱｺｰｽﾃｨｸｽはこれらの標準に基づき 
ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾄｰｸ性能の分析ﾂｰﾙをｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄしま 
した。 
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説明 
 

 ACQUAｵﾌﾟｼｮﾝ「Speech-based Dou- 
ble Talk」 (ACOPT 32)は狭帯域・広帯 
域、ｽｰﾊﾟｰﾜｲﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ、ﾌﾙﾊﾞﾝﾄﾞのﾊﾝﾄﾞｾ 
ｯﾄ、ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ、ﾊﾝｽﾞﾌﾘｰ端末（測定対象 
ﾃﾞﾊﾞｲｽ、DUT）のﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾄｰｸ性能に関す 
る音響特性を測定・評価するのに適し 
ています。 
 
 通信分析ｼｽﾃﾑACQUAの為のこの 
ｵﾌﾟｼｮﾝはｽﾋﾟｰﾁ信号を用いた2つのﾃｽ 
ﾄ方法を提供します。いずれの方法も 
ITU-T 勧告P.501に基づいたﾘｱﾙ･ｽﾋﾟ 
ｰﾁ信号を用います。 (1) ITU-T勧告P. 
502に基づいたﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ･ﾍﾞｰｽの自動 
ﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ分析と (2) 3GPP標準TS 26. 
132に基づいたSpeech-based Double  
Talk分析です。 
 
 これらのｽﾋﾟｰﾁ･ﾍﾞｰｽのﾃｽﾄ方法を 
用いてACOPT 32 はﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ時の 
ｴｺｰとｱﾃﾆｭｴｰｼｮﾝ性能の詳細な評価 
を可能にします。障害の原因となり得 
るﾊﾟﾗﾒﾀｰには非線形信号処理による 
信号損失（ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ）やｴｺｰ障害等が 
あります。 
 
（１）ﾘｱﾙ･ｽﾋﾟｰﾁを用いた自動ﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰ 
ｸ分析 
 従来のITU-T P.502に基づいた自動 
ﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ分析がｽﾋﾟｰﾁ信号により 

拡充されました。従来のｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ･ｿｰｽ 
信号 (CSS) に対して、P.502に基づいた 
ﾘｱﾙ･ｽﾋﾟｰﾁ･ｼｰｹﾝｽが用いられます。 
（”ｱﾒﾝﾄﾞﾒﾝﾄ2：ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ版ｱﾍﾟﾝﾃﾞｨｯｸｽ 
lll – 自動ﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ･ﾌﾟﾛｼｰｼﾞｬｰ”、ｾｸｼｮﾝ 
lll.3） 
 
 自動ﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ･ﾃｽﾄ中のDUTの挙動は 
ITU-T P.340に基づくﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ･ﾀｲﾌﾟをに 
よりﾗﾝｸ分けされます。ｱﾃﾆｭｴｰｼｮﾝ･ﾚﾝｼﾞ 
に関連して5つのﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ･ﾀｲﾌﾟ (1、2a、 
2b、2c、3)が定義されています。送話方 
向で≦3dB（ｶﾃｺﾞﾘｰ1）から≦9dB（ｶﾃｺﾞ 
ﾘｰ2b）、＞12dB（ｶﾃｺﾞﾘｰ3）に亘ります。 
この分類に基づきDUTの性能が評価さ 
れます。 
 
（２）Speech-based Double Talk分析 
 3GPP標準規格TS26.132に基づくこの 
分析手法ではITU-T勧告P.501に基づく 
ﾘｱﾙ･ｽﾋﾟｰﾁ信号が用いられます。遠端 
にて送話信号のﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾄｰｸとｼﾝｸﾞﾙ･ﾄｰ 
ｸのあいだのﾚﾍﾞﾙ差；継続時間と強度 
を測定します。双方の測定において近 
端では同じｼｰｹﾝｽが再生に使われます。 
ここでは測定対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのｴｺｰｷｬﾝｾﾗｰ 
はｴｺｰと近端音声に同時に晒されてい 
ます。このことが送話方向での上述の 
信号損失やｴｺｰ障害につながり得ます。 
 
 

 ﾚﾍﾞﾙ差の継続時間と強度の2つ側面に 
ついてのﾋｽﾄｸﾞﾗﾑは8つのｶﾃｺﾞﾘｰに分類 
されます。(A1, A2, B, C, D, E, F, G）これら 
のｶﾃｺﾞﾘｰによりﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ性能とｴｺｰ性能 
が評価されます。”Full-duplex and full  
transparency”(A1)、”単語の損失に繋が 
るｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ”（ﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸD）、”ｴｺｰの継続” 
(G)等に分類されます。DUTの性能はこう 
した分類分けにより評価されます。 
 
 ﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ分析のSMDを用いることにより 
ACOPT 32の2つのｽﾋﾟｰﾁ･ﾍﾞｰｽの分析手 
法や更にACQUAに含まれるCSS信号ﾍﾞｰ 
ｽのｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの中からを簡単に選択する 
ことが出来ます。ｾｯﾄｱｯﾌﾟはすべての分析 
手法に亘り同一です。 
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ACOPT 32 (Code 6859) 
Speech-based Double Talk 

ACOPT 32 : 測定信号（左）と測定結果  
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右の表はTS 26.132に基づく測定における 
ACOPT 32の結果例です。 
 
下のｸﾞﾗﾌはITU-T P.502に基づく測定の例 
です。 

ACOPT 32があれば、“Double Talk Analysis”のSMDを介して、3つの分析方法から簡単 
に選択することができます。 

アプリケーション 
 
・狭帯域、広帯域、ｽｰﾊﾟｰﾜｲﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ、 
 ﾌﾙﾊﾞﾝﾄﾞのﾊﾝﾄﾞｾｯﾄ、ﾍｯﾄﾞｾｯﾄ、ﾊﾝｽﾞ 
 ﾌﾘｰ端末のﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾄｰｸ性能の自動 
 分析。 
 
・TS 26.132 (Informative Part) に基 
 づくｴｺｰ制御特性の測定に必要。 
 
・ITU-T P.502に基づく送話方向と受 
 話方向のﾀﾞﾌﾞﾙﾄｰｸ時のｱﾃﾆｭｴｰｼｮ 
 ﾝ･ﾚﾝｼﾞ測定に必要。（ITU-T標準 
 規格P.1100 / P.1110の要件） 
 

ｼｽﾃﾑ要件 
 
ACOPT 32（ｵﾌﾟｼｮﾝ「Speech-based  
Double Talk」）には下記の製品が必 
要です： 
 
・ACQUA (Code 6810）高度通信品 
 質分析ｼｽﾃﾑ、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ3.3.100以 
 降。 
 ※既にACQUAをお持ちのお客様 
   はｿﾌﾄｳｪｱ保守契約(SMA)への 
   ご加入が必要です。 
 

納入品目 
 

・ACOPT 32 (Code 6859)、ｵﾌﾟｼｮﾝ  
 「Speech-based Double Talk」。 
 ACQUAの為のV2Cﾌｧｲﾙと 
 して納品致します。 
 
・ﾃﾞﾓSMDをACQUA DVD形式で提 
 供致します。TS 26.131/132に基 
 づく、またITU-T P.502分析にも 
 適した「ﾘｱﾙ･ｽﾋﾟｰﾁ･ｼｰｹﾝｽ」を含 
 みます。 
 


